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農土測協時報
Hokkaido Nougyou Doboku Sokuryou Sekkei Kyoukai Jihou

　ただ今、ご紹介いただきました、北海道農政部技監の

槙でございます。

　本日は、「北海道農業土木測量設計協会　令和８年度　

通常総会」がこのように盛大に開催されますことを心か

らお祝い申し上げます。

　また、橋本会長をはじめ、お集まりの皆様方には、日

頃から農業農村整備事業の円滑な執行にご協力いただい

ていることに対しまして、厚くお礼申し上げます。

　昨年は大きな災害こそなかったものの、胆振、檜山、

留萌、オホーツク管内の一部地域において災害が発生し、

短期間での調査設計業務をはじめ、災害査定へのご協力など、本日お集まりの皆様のお力添えも

あり、復旧工事を円滑に進めることができました。

　あらためて、この場をお借りして感謝申し上げます。

　道では、災害対応に向けて人材育成に取り組んでおりますが、ひとたび災害が発生した場合に

は、貴協会及び会員の皆様のお力添えなしでは迅速な対応は困難でございます。

　引き続きのご協力をお願いいたします。

　さて、本道農業の持続的発展に向け、道は、本年３月に「第７期　北海道農業・農村振興推進

計画」を策定し、日本の食を力強く支える豊かな農業・農村を確立するために各種の施策を推進

していくこととしております。

　農業農村整備に関しましては、「食料を安定的に供給する農業・農村の確立」に向け、生産性

の向上に必要なほ場の大区画化や排水対策、さらには防災減災対策などの整備を計画的かつ効果

的に進めていくことが重要と考え、着実な推進に務めてまいります。

　そのためには、必要な予算の確保が何より重要となりますが、令和８年度の農業農村整備関係

予算は、ＴＰＰ等対策や食料安全保障対策、別枠予算の農業構造転換集中対策として補正予算が

措置されており、北海道における補助事業は、当初と補正を合わせた総額として、道要望の570

億円を上回る592億円の国費を確保できました。

　道としましても、引き続き、国の動向を注視しながら、必要な予算の確保に努めてまいりたい

と考えております。

　次に、新規採択地区についてですが、令和になって以降、新規採択事業費は、600億円前後の

規模で推移しており、令和８年度は、700億円程度の事業地区の採択となったところです。

　また、現状において、令和10年度以降に1,000億円を超える多くの新規要望が地域から寄せら

れていることから、道としましては、地域別に計画的な整備となるとともに、可能な限り年度事

業費の平準化を図るよう、関係機関・団体と連携して新規要望地区の採択年度の検討を進めてま

いります。

～令和８年度通常総会より～

「農業農村整備を巡る情勢について」
� 北海道農政部　技監　槙　　研　一 　

講話
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　次に、働き方改革への対応についてですが、測量設計コンサルタントを含む建設業界は、人口

減少に伴う若手の入職不足などにより担い手の確保が難しくなっていることから、業務の効率化

や軽減に向けた取組が急務となっています。

　こうした中、道では、これまでも、設計図や記載内容を統一するなど、真に必要な委託成果品

の明確化や、文書回付などの機能を搭載した情報共有システムの活用拡大など、業務の効率化を

進めているところです。

　今後も、受益者との整備内容等の事前打合せの徹底や、各種協議の速やかな対応など、基本的

なことをしっかり行いながら、打合せや基本条件検討会、検査等における積極的なモバイルワー

クの活用による移動時間の削減など、引き続き、業務の効率化に向けた取組を推進してまいります。

　なお、昨年度から、委託成果品の品質確保対策として発注者側の管理職が参加する業務確認会

議や必要に応じて実施する合同現地調査において、業務の目的や課題を明確にすることで、手戻

り作業などを防止し、最終打合せ時には照査技術者から直接報告を受けることで、成果品質の確

保を図る取組を進めております。

　今後、この取組につきまして、実施状況の確認と成果、課題を把握し検証してまいりますので、

引き続き、皆様のご協力をお願いします。

　また、現在、農業農村整備事業の円滑な実施に向け、情報通信技術、いわゆるＩＣＴの活用を

進めているところでございます。

　委託業務におきましては、作業の省力化に向け、「ＢＩＭ／ＣＩＭ活用業務」の試行を令和６

年度より実施しております。

　これまでの試行により、見た目のわかりやすさと代替案の提示の迅速さから、改良山成工にお

ける受益者との合意形成や農道における他官庁及び関係者との協議に有効であることなど、一定

の効果が確認されているところです。

　こうしたことから、道では、地域における整備の合意形成や各種機関等との調整が必要な業務

を中心として、「ＢＩＭ／ＣＩＭ活用業務」をさらに推進し、委託業務の省力化に努めて参りた

いと考えておりますので、引き続き、皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

　結びになりますが、今後、令和９年度以降の米政策のあり方や今般の中東情勢への対応など、

国の様々な動きが想定されます。

　道としても、これらの動きを注視して必要な対応を検討してまいりたいと思いますので、引き

続き、ご支援・ご協力をお願いするとともに、北海道農業土木測量設計協会、そして会員企業の

益々のご発展と、本日ご参会の皆様のご健勝を祈念申し上げまして、挨拶とさせていただきます。

　本日は、令和８年度通常総会のご盛会、誠におめでとうございます。
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　令和８年度の通常総会が５月27日、ホテル ポールスター札幌で開催された。

　橋本智史会長の開会挨拶に続き、北海道農政部技監 槙研一 様からご祝辞をいただいた後、議

事に入った。

　定款第16条により橋本会長が議長となり、議事録署名人は定款第20条２項に基づき、出席理事

の中から長谷部友二理事、天満正博理事を指名し、議案の審議に入った。

　まず、報告事項 ①令和８年度事業計画及び収入支出補正予算について、②測量士資格取得支

援事業について、③技術士資格取得支援事業について、④新入会員について、議案書に基づき事

務局より詳細な説明があった。

　第１号議案「令和７年度事業報告及び収入支出決算の承認について」事務局の説明、田中雅人

監事からの監査報告があり、全員の賛成により承認され、総会は終了した。

令和８年度　通常総会
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１『令和８年度技術士資格取得に向けて』
（１）　技術士資格取得支援事業

　当協会では、令和６年度から会員技術者の育成・技術力向上などを目的に「技術士資格取得支

援事業」を制定し、技術士第二次試験（農業部門・農業農村工学）の受験者が通信教育講座を受

講する場合、受講費の一部（上限60,000円）を助成しています。今年度は、申請のあった７名の

方へ助成を行いました。

（２）　技術士第二次試験対策研修会等

　当協会主催の試験対策として、橋本会長を講師に WEB での研修会を開催しました。

　第１回目の研修会では、受験申込書作成に当たっての留意点や令和７年度の試験問題を題材に、

傾向と対策について講義を行いました。また、第２回研修会では、コンピテンシーへの対応や新

たに生じるリスクの考え方、問題Ⅰ、Ⅱ－２、Ⅲの解答フロー方式を活用した学習方法などにつ

いて、解答例を交えて実践的な講義を行いました。

① 技術士第二次試験対策研修会（第１回）web

　　日　時：３月27日（金）15：00～17：00

　　参加者：25名

　　内　容：�受験申込書作成に当たっての留意点 

傾向と対策（令和７年度試験問題）

② 技術士第二次試験対策研修会（第２回）web

　　日　時：４月17日（金）15：00～17：00

　　参加者：36名

　　内　容：�コンピテンシーへの対応 

新たに生じるリスクとは 

対策Ⅰ、Ⅱ－２、Ⅲ（解答フロー方式の活用）

　更には、北海道農業土木技術士会との共催で、４月４日に札幌市で全国農業土木技術士会の雑

賀氏を講師として講習会を開催しました。（参加者35名）

　講義では、過年度の試験問題を分析した出題傾向が説明されるなど、令和８年度の受験者にと

って、貴重な情報が得られた講義となりました。

③ 令和８年度　技術士第二次試験対策講習会

　　主　催：北海道農業土木技術士会

　　共　催：（一社）北海道土地改良設計技術協会

　　　　　　（一社）北海道農業土木測量設計協会

　　日　時：４月４日（土）13：00～17：00

　　会　場：北海道自治労会館

令和８年度　研修会の開催
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令和８年度　研修会の開催

　　参加者：35名

　　内　容：�技術士第二次試験の傾向と対策 

令和６年度受験体験談について

　令和８年度の第二次試験（筆記試験）は７月20日に実施され、11月以降に受験者に結果が通知

されますが、当協会では、筆記試験合格者に対して口頭試験対策研修会を開催する予定としてい

ます。

　引き続き技術士資格取得を志す皆様の一助となるよう、これらの事業を継続していきます。

２『令和８年度費用対効果算定に係る研修会』
　例年実施している『費用対効果算定に係る研修会』を６月19日10時30分より、北海道農政部農

村計画課の各担当者の方を講師に、78名が参加してＷＥＢにより開催しました。

　研修会の内容は、

　　・�営農経費節減効果の算定システムについて、最新の農業情勢を反映したシステム改良の状況。

　　・�排水路のパイプライン化等により、営農に係る労働が質的に改善されることによる農業労

働環境改善効果の算定方法。

　　・�法外事業に使用する効果算定マニュアルの改正内容と算定の留意点。

　　・�効果算定時において間違えやすい箇所などの留意事項。など

　講師を務めていただきました農政部農村計画課の皆様、大変ありがとうございました。
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　アルスマエヤ株式会社の前谷聡一と申します。

　北海道農業土木測量設計協会並びに会員の皆様には、日頃より格別のご支援、ご協力を賜り、

厚く御礼申し上げます。このたび、「農土測協時報」におきまして社長紹介の機会を頂戴しました

ことを、心より感謝申し上げます。

　弊社は昭和42年の創業以来、本年度で創業60年を迎えることができました。

　創業者である祖父・前谷俊一は、北海道職員として勤務する中で、今後は土木事業においても

直営から委託へと移行する時代が到来すると見据え、当社を設立いたしました。その後、測量業、

建設コンサルタント業、補償コンサルタント業へと事業領域を拡大し、現在では主に農業土木およ

び森林土木分野を中心に事業を展開しております。

　私は昭和60年生まれで、本年41歳になります。

　大学卒業後は将来の方向性を明確に定められずにおりましたが、祖父の勧めもあり当社へ入社い

たしました。以来、営業および総務部門を中心に経験を積み、令和６年４月に代表取締役社長へ就

任いたしました。現在、就任３年目を迎えております。

　私生活では、二人の息子と一人の娘に恵まれ、家族との時間を何より大切にしております。子ど

もたちの成長を見守ることが、日々の大きな喜びとなっています。

　代表取締役に就任して以来、建設コンサルタント業界を取り巻く環境の厳しさを改めて実感して

おります。受注環境の変化や人材確保など、多くの課題に直面する毎日ではありますが、地域社会

の発展に貢献する建設コンサルタントとしての使命を胸に、これからも前向きに歩みを進めてまい

ります。

　協会員の一員として、農業農村整備事業に真摯に取り組み、地域の発展に少しでも貢献できる

よう努めてまいります。

　結びとなりますが、今後とも協会並びに会員の皆様のご指導、ご鞭撻を賜りますよう、何卒よろ

しくお願い申し上げます。

は じ め に

会 社 紹 介

自 己 紹 介

終 わ り に

アルスマエヤ 株式会社

代表取締役社長　前谷　聡一

社
長 

紹
介
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社
長 

紹
介

　令和６年５月に代表取締役に就任いたしました辻　貴仁と申します。北海道農業土木測量設計

協会の皆様には多大なるご支援とご指導を賜り、心より御礼申し上げます。この度は、農土測協

時報にて会社紹介および自己紹介の機会を頂きましたこと、重ねて感謝申し上げます。

　弊社は昭和60年に江差町で創業し、以来、渡島・檜山地域の農業農村整備事業に携わり、測量・

調査業務を中心に地域に根差した活動を続けてまいりました。創業者の松下謙司、２代目の赤石

末太郎、３代目の天満正博現会長へと受け継がれてきた思いを大切にしながら、私で４代目とな

ります。これまで築いてきた信頼と実績を礎に、これからも地域の発展に少しでも寄与できるよ

う、社員一同努めてまいります。

　私自身は昭和45年生まれの56歳で、平成２年に北海道測量専門学校を卒業後、同年に入社して

以来36年間、道南の地で測量業務に携わってまいりました。諸先輩方の厳しくも温かいご指導の

もと、主に用地測量を担当し、現場で多くを学ばせていただきました。

　また、趣味はマラソンで、走り始めて15年になります。年に４〜５回ほどフルマラソンに出場

しており、道外の大会にも近い将来挑戦したいと考えております。仕事とは違う形で地域や人と

のつながりを感じられる大切な時間となっています。

　近年、猛暑や大雨などの異常気象が農作物に深刻な影響を与え、中東情勢など世界的な不安定

化による物価高騰も続くなど、農業を取り巻く環境は一段と厳しさを増しています。こうした状況

の中で、農業農村整備の果たす役割はますます重要になっていると感じています。私どもも微力な

がら、地域の農業を支える一助となれるよう、誠心誠意取り組んでまいります。

　今後とも、北海道農業土木測量設計協会並びに会員の皆様の変わらぬご指導ご鞭撻を賜ります

よう、心よりお願い申し上げます。

は じ め に

会 社 紹 介

自 己 紹 介

終 わ り に

道南測量設計 株式会社

代表取締役社長　辻　　貴仁
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　北海道農業土木測量設計協会の皆様におかれましては、平素より格別のご高配を賜り、厚く御

礼申し上げます。

　令和５年10月より代表取締役社長に就任いたしました、若井 克文と申します。このたび、「農土

測協時報」にて協会の皆様に会社紹介および自己紹介の機会を賜りましたこと、心より感謝申し上

げます。

　弊社は昭和48年に設立以来、今年で54期を迎えました。北海道に根ざした測量調査・土木設計の

専門企業として、農業、道路、河川、環境、災害復旧などの地域社会の基盤整備に長年携わってま

いりました。

　昨今の急速な先端技術の革新とＤＸの進展に伴い、弊社ではＵＡＶや３Ｄレーザースキャナはもと

よりＢＩＭ / ＣＩＭ、ＡＩシステムなどの積極的な導入により、迅速で正確なサービスを提供し、お

客様の期待に応えることができる体制を整えております。

　今後とも地域社会との信頼関係を大切に育みながら、総合コンサルタントを目指す企業として新た

な価値を創造し続ける所存です。

　引き続き、より一層のご支援とご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

　私は1963年に旭川で生まれ、測量専門学校を卒業後に弊社に入社いたしました。以来、技術職と

して研鑽を積み、40代後半からは営業部門にも従事してまいりました。

　最近は、同年代で集まると昔話をすることが増えてきました。「あの現場は大変だった」とか、「あ

の頃はあのように取り組んでいた」と、つい思い出話に花が咲くことも多くなりました。時代の移り

変わりと技術の進化のスピードを強く実感する今日この頃ですが、どのような時代であっても「安全・

品質・信頼」という基本を何よりも大切にしたいと考えております。地域の皆様から変わらぬ信頼を

いただけるよう、会社一丸となって尽力してまいる所存です。

　一昨年、昨年と協会の経営者研修会に参加させていただき、研修旅行などを通じて会員の皆様と

も親しく交流できたことは、私にとって大変有意義な経験となりました。今後の連携のあり方や、地

域ごとの取り組みの違いを実感することができ、多くのことを学び得ました。

　農業農村整備事業においては、地域の実情に応じた柔軟な対応や技術の共有、情報の蓄積が不可

欠です。それらの重要な役割を担う北海道農業土木測量設計協会ならびに協会員の皆様とともに歩

めることを光栄に存じます。

　今後も、協会との信頼関係を深めながら、事業の推進と技術力の向上に邁進してまいります。引き

続き、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

は じ め に

会 社 紹 介

自 己 紹 介

終 わ り に

株式会社 協和コンサルタント

代表取締役社長　若井　克文

社
長 

紹
介
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オオハシコンサルタント 株式会社

代表取締役　三上　博文

　（一社）北海道農業土木測量設計協会の会員の皆様には、この度入会を承認いただ

き厚くお礼申し上げます。

　弊社は、東京の大橋調査（株）の北海道支店として、北海道での測量業を1960年か

ら始め、1998年に分離独立して、オオハシコンサルタント（株）となりました。

　８年前には、経営難に陥り、従業員数も15名まで減る状況でしたが、2021年より40

歳未満の従業員が10名入社し、同時に経営も順調に回復して、私がオーナー社長とな

っております。（現在は、事業承継のため相続時精算制度により、全株を贈与）

　弊社は、そのような経過があるため、技術者の内７名が25歳未満という未熟な面が

ありますが、これまで2021年から今年までに札幌工科専門学校に８名入学させており、

数年後には若い測量士の会社となります。いろいろな形で技術を学び成長させていく

ことを実践しております。

　貴協会にご迷惑をおかけしないように努力してまいりますが、上述のとおり、ベテ

ランと未熟の混合組織となっているため、会員各社のご指導・ご鞭撻をいただければ

幸いと存じます。

　今後も、協会のさらなる発展の一助となれますように、微力ながら尽力してまいり

ますので、よろしくお願いいたします。

（弊社は年間を通して、ナチュラル・ビズを採用しており、写真がノーネクタイ・ノ

ースーツで申し訳ありません）

新
入
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「資格取得から現在の仕事について」

株式会社 極東コンサルタント　　小路谷　雄一

　私は、令和６年度に企業委託生として札幌工科専門学校に入学しました。現在の会社

には平成22年に入社しており、測量業界に入って年数もだいぶ経過した中での入学でし

たが、私含め21人居たクラスで、下は20歳になったばかりの人から上は40代と年代の幅

が広く、中には転職して測量経験があまり無いような人もいたりと経歴が異なる人たち

で刺激のある日々でした。それまで私が携わっていた業務は主に地籍測量だったことも

あり、学校の授業内容が公共測量でしたので、それまで学ぶ機会が無かったこともあっ

て戸惑う部分もありましたが、先生やクラスメイトからも教えてもらったりして、理解

することができました。現場実習では現場班長という中、同じ実習班の仲間にアドバイ

スやサポートをしたり、それまで業務でやってきた経験が生かせたと思います。実習の

中でも、モエレ沼公園での水準測量は、水準測量自体がそれまで未経験でしたのでコツ

を掴むのには苦労した思い出がありますし、今ではトータルステーションや GNSS 測量機、

レーザー測量機を使用するのが主流の中、ほとんどやらないであろうと思われるアリダ

ートを使っての平板測量は、当時はそれが主流であった過去もあるので測量に歴史に一

部触れられた良い経験になりました。測量士補の試験では、授業中で過去問を繰り返し

解いたり、問題でわからない箇所は先生やクラスメイトと教えあったりして徐々に理解

できるようになり本番では無事合格することができました。私自身、久々の学校生活で、

振り返ると１年間という期間が短いようで長かったようなそんな不思議な時間でもあり、

良い経験をさせていただきました。

　卒業後は、令和７年12月に受講した一般社団法人日本国土調査測量協会の認定資格（国

土交通省登録資格）である地籍調査管

理技術者試験に合格することができ、

より一層身が引き締まる所存ですし、

それまであまり携わることがなかった

用地測量業務の分野にも携わることに

もなり、色々と勉強する日々です。

　最後に、ご支援いただいた北海道農

業土木測量設計協会の皆様、専門学校

に通わせてくださった会社の皆様、ご

指導いただいた札幌工科専門学校の先

生方、１年間協力しサポートしてくだ

さったクラスメイトの皆様にこの場を

通じて感謝申し上げます。

資
格
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「資格取得から現在の仕事について」

株式会社 山口技研コンサルタント　　山口　雅人

　私は苫小牧信用金庫に約7年間勤務した後、令和5年4月に中途採用として現在の会社

へ入社いたしました。金融業界から全く異なる分野である測量業界へ転身し、入社当初

は右も左も分からない状態で、日々苦労の連続でした。そのような中、測量の基礎知識

を体系的に学べる札幌工科専門学校への入学を勧められ、入学を決意しました。将来、

現場作業や成果品作成を行う上で必要となる測量技術や CAD 操作などの専門知識を習

得するとともに、測量士補の資格取得を目指せることが大きな理由でした。

　入学後の授業では、学校周辺での多角測量やモエレ沼での水準測量などを経験しまし

た。多角測量では、TS を用いた水平角・鉛直角・距離の観測方法や観測手簿の記入方

法を学びました。また、専用ソフトに頼るのではなく、電卓を用いて手計算で結果を求

めることで、測量計算の基礎をしっかりと身につけることができました。

　水準測量ではレベルを使用して2点間の高低差を求め、手簿の記入方法を学びました。

この知識は、現在携わっている路線測量において欠かせないものとなっています。さら

に、GNSS 機器を用いた現代の測量技術だけでなく、平板を使用した従来の測量方法に

ついても学ぶことができ、測量技術の変遷を理解する貴重な経験となりました。

　また、測量業界で豊富な経験を積まれた教職員の皆様や、さまざまな会社で活躍され

ている幅広い年齢層のクラスメイトに出会えたことも、大きな財産となりました。測量

の知識はもちろん、現場での経験や機器操作など、多方面からご指導いただき、大変感

謝しております。今後も困ったときに気軽に相談できる方々と出会えたことは、私にと

って何より心強く、かけがえのない財産です。

　卒業後は、学校で学んだ知識や経験を活かし、微力ながら現場作業や社内での基準点

計算、水準計算など、担当できる業務の幅も広がってきました。しかし、現状に満足す

ることなく、将来的には自ら業務を担当し、管理技術者として活躍できる人材になるこ

とを目標としております。

　最後になりますが、北海道農業土木測量設計協会が実施されている測量士資格取得支

援事業は、技術者育成と業界の発展に大きく寄与する大変有意義な取組であり、このよ

うな貴重な機会をいただけたことに深く感謝しております。ご支援いただいた北海道農

業土木測量設計協会の皆様、札幌工科専門学校の教職員の皆様、クラスメイトの皆様、

そして１年間学校へ通う機会を与えてくださった会社の皆様に心より御礼申し上げます。

　まだまだ未熟ではありますが、これからも日々精進してまいりますので、今後ともご

指導、ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。ありがとうございました。
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・㈲板橋測量設計事務所
　会長　板橋　延俊　様（享年86歳）

　令和８年６月５日　没

　ご冥福をお祈りいたします

おくやみ

・明成香島コンサルタント㈱
　令和８年４月� 代 表 取 締 役 会 長　宮　本　和　則

� 代 表 取 締 役 社 長　宮　本　鉄　也

会員の人事動静

協会行事予定

令和８年度

９月
９月２日（水） 第２回 理事会（ホテル ポールスター札幌）

９月30日（水）～10月３日（土） 令和８年度 経営者研修会

10月
10月19日（月）～21日（水） 令和８年度 技術職員向け研修会

10月中旬 中間監査

12月 12月上旬～ 各地域懇談会

１月 １月14日（木） 第３回 理事会（ホテル ポールスター札幌）

３月 ３月 第１回 業務推進委員会

　令和８年２月

・オオハシコンサルタント㈱

入　　会

・㈱高崎
　令和８年６月� 代 表 取 締 役 会 長　菊　地　　　満

� 代 表 取 締 役 社 長　山　本　俊　也
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　今年（2026）の４月末、イトウ
の産卵調査を早朝に終えて帰路に
ついた。道すがら野鳥や動物との
出逢いを求めて、国道などの主要
道路ではなく、山の中を縫うよう
に走る道道、町道、農道などを選
ぶのが私の常である。
　この日は好天で春の日差しと新
緑が眩しく、清々しい朝だった。
小さな峠にさしかかり、緩い登り
の左カーブを曲がったところで思
わずハッとした。たくさんの目が
こちらを見ている。「あ！ヒグマ！！
（心の声）」路肩から２～３ｍ横に
４頭のヒグマが私を見ている。母
グマと３頭の子グマだ。咄嗟にブ
レーキを踏み、車を停めると同時
に、助手席に置いていた望遠カメ
ラを左手でつかみ、右手でドアを
開けて外に飛び出した。（このと
きヒグマの行動を見ていなかった
のでかなり危険な行為だったかも
しれない）
　幸いなことにヒグマは私を襲い
に来てはおらず、残念なことに笹
藪の中に逃げ込んで姿が見えなく
なっていた。ヒグマ撮影のビッグ
チャンスを逃し、落胆しながらガ

サガサ揺れている笹藪を眺めてい
ると藪の揺れと音が収まった。そ
れでも諦めずに数分待っていると
笹藪の向こう側に動く黒い物体を
見つけた。藪を抜けて山裾の平場
に出てきたのだ。距離にして30～
50ｍほどだ。私は夢中でシャッタ
ーを切り続けた。この写真は母グ
マが私を警戒しながら子グマの動
きを優しく見守っているように見
える（ヒグマたちの木被り枝被り
はご愛敬）。
　北海道庁が春グマ駆除を禁止し
た1990年には全道で約５千頭まで
激減した個体数が、現在までの36
年で約１万２千頭までに増えたそ
うだ（昨年２千頭ほどの駆除を差
し引いても）。さらに近年は農作
物をたらふく食べて栄養状態が良
好な個体が増えたせいか、これま
で子グマは２頭か１頭、たまに３
頭だったのが、３頭の割合が増え
ている傾向だという。ヒグマを農
地に入り込ませない対策が喫緊の
課題だ。この写真の母グマも昨年
秋に近傍のデントコーンをたくさ
ん食べたのかもしれない。
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